
公平な立場から紛争の解決を図り、私たち国民の権利や自由を守る役割を担っている裁判所。訴訟に代わる話し合いの解決手段として生ま
れた調停制度は発足から100周年を迎えます。100周年の記念ロゴマークにいる広報キャラクター「アイアイアイ」も制度周知に活躍中です。

調
停
委
員
会
が
、
当
事
者
双
方
か
ら
言
い

分
を
よ
く
聴
い
て
、
中
立
公
平
な
立
場
か

ら
双
方
の
利
益
を
考
え
て
、
調
整
し
た
り
、

解
決
案
を
示
し
た
り
し
な
が
ら
問
題
の
解

決
を
手
伝
い
ま
す
。
ま
た
、
家
事
調
停
で

は
、
心
理
学
等
の
専
門
的
知
識
を
持
つ
家

庭
裁
判
所
調
査
官
が
関
与
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

■「
調
停
」っ
て
何
？

調
停
制
度
と
は
何
で
す
か
？

調
停
制
度
は
、
裁
判
所
が
当
事
者
双
方

か
ら
話
を
聴
い
て
、
話
し
合
い
に
よ
っ
て

ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
図
る
制
度
で
す
。
日

常
生
活
で
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
う
ま
く
当

事
者
同
士
で
解
決
で
き
な
い
場
合
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
調
停
に
は
、
民

事
の
ト
ラ
ブ
ル
を
扱
う
「
民
事
調
停
」
と
、

家
庭
の
ト
ラ
ブ
ル
を
扱
う
「
家
事
調
停
」

が
あ
り
ま
す
。「
民
事
調
停
」
は
、
お
金

の
貸
し
借
り
や
交
通
事
故
、
近
隣
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
、
他
人
と
の
間
に
生
じ
た
ト
ラ
ブ

ル
を
扱
い
、
手
続
は
主
に
簡
易
裁
判
所
で

行
い
ま
す
。
一
方
、「
家
事
調
停
」
は
、

例
え
ば
、
あ
る
夫
婦
が
離
婚
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
け
れ
ど
、
子
ど
も
の
親
権
に
つ

い
て
話
し
合
い
が
ま
と
ま
ら
な
い
な
ど
、

家
庭
の
ト
ラ
ブ
ル
を
扱
い
、
そ
の
手
続
は

家
庭
裁
判
所
で
行
い
ま
す
。

民
事
調
停
、
家
事
調
停
の
い
ず
れ
の
場

合
も
、
通
常
、
裁
判
官
１
人
と
国
民
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
調
停
委
員
２
人
か
ら
な
る

令
和
４
年
10
月
、
裁
判
所
の
調
停
制
度
発
足
か
ら
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
調
停
制
度

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
１
０
０
年
の
節
目
の
年
に
、
盛
岡
地
方
・

家
庭
裁
判
所
の
担
当
者
に
調
停
制
度
に
つ
い
て
お
話
し
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

身
近
な
困
り
ご
と
、裁
判
所
の
調
停
で
解
決
し
ま
せ
ん
か
？

〜
話
し
て
聴
い
て
歩
み
寄
る
調
停
制
度
発
足
１
０
０
周
年
〜
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続
案
内
を
行
い
、
調
停
の
手
続
の
流
れ
を

説
明
し
た
り
、
書
類
の
形
式
的
な
記
載
の

説
明
を
し
て
い
ま
す
。

◉
手
続
費
用
が
安
い

調
停
手
続
に
必
要
な
手
数
料
は
、
訴
訟

に
比
べ
る
と
低
額
で
す
。
例
え
ば
１
０
０

万
円
の
貸
金
の
返
還
を
求
め
る
場
合
、
訴

訟
の
申
立
手
数
料
は
「
１
万
円
」
で
す
が
、

調
停
の
申
立
手
数
料
は
「
５
千
円
」
で
す
。

◉
秘
密
が
守
ら
れ
る

訴
訟
の
よ
う
な
公
開
の
法
廷
で
は
な
く
、

調
停
室
と
い
う
非
公
開
の
部
屋
で
手
続
が

行
わ
れ
る
た
め
、
当
事
者
以
外
の
第
三
者

に
知
ら
れ
ず
に
調
停
手
続
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
当
事
者
双
方
に
事
情
を
お
伺

い
す
る
と
き
も
、
多
く
の
場
合
、
個
別
に

お
聴
き
し
ま
す
。

当
事
者
だ
け
で
話
し
合
い
を
す
る

場
合
と
比
べ
て
、
メ
リ
ッ
ト
は
あ

り
ま
す
か
？

☟

次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

◉
調
停
で
決
め
た
こ
と
に
は
判
決
と
同
じ

効
果
が
あ
る

調
停
で
決
ま
っ
た
内
容
が
守
ら
れ
な
い

場
合
に
は
、
財
産
の
差
押
え
な
ど
の
強
制

執
行
の
手
続
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◉
法
的
な
観
点
を
踏
ま
え
た
解
決
が
で
き

る裁
判
所
が
関
与
す
る
こ
と
で
、
社
会
的
、

法
律
的
に
妥
当
な
解
決
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◉
解
決
に
向
け
て
専
門
性
の
あ
る
複
数
の

■
調
停
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

訴
訟
と
比
較
し
た
調
停
制
度
の

メ
リ
ッ
ト
は
何
で
す
か
？

☟

次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

◉
柔
軟
で
納
得
性
の
高
い
解
決
が
で
き
る

話
し
合
い
の
上
で
双
方
の
合
意
に
よ
り

解
決
す
る
の
で
、
当
事
者
に
と
っ
て
納
得

性
の
高
い
解
決
が
可
能
で
す
。

◉
手
続
が
比
較
的
簡
単

法
律
の
専
門
的
な
知
識
が
な
く
て
も
、

ま
た
弁
護
士
を
つ
け
な
く
て
も
、
手
続
が

進
め
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
裁
判
所
の

窓
口
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
申
立
て
の
た
め

の
書
式
や
必
要
な
書
類
を
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
裁
判
所
の
窓
口
で
は
、
手

（
※
今
回
取
材
対
応
頂
い
た
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
㈱

の
企
業
情
報
は
Ｐ
19
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
）

■
調
停
の
歴
史

調
停
制
度
は
い
つ
始
ま
っ
た
の
で

す
か
？

現
代
の
よ
う
な
調
停
制
度
は
、
大
正
11

（
１
９
２
２
）
年
に
、
借
地
借
家
調
停
法

の
施
行
に
伴
い
、「
借
地
借
家
調
停
」
制

度
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
同
法
は
、

翌
年
９
月
の
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
発
生

し
た
大
量
の
借
地
借
家
問
題
の
紛
争
解
決

に
当
た
っ
て
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

家
事
調
停
に
つ
い
て
は
、
昭
和
14
年
に

施
行
さ
れ
た
人
事
調
停
法
に
よ
り
始
ま
り

ま
し
た
。
女
性
か
ら
の
申
立
て
が
多
く
、

ま
だ
、
女
性
の
地
位
が
確
立
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
当
時
、
女
性
の
保
護
と
権
利
の
拡

大
に
役
立
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

職
種
が
関
与
す
る

裁
判
官
、
調
停
委
員
、
裁
判
所
書
記
官
、

家
庭
裁
判
所
調
査
官
な
ど
が
関
与
し
ま
す
。

■
こ
れ
か
ら
の
調
停
制
度

調
停
制
度
は
Ｉ
Ｔ
化
し
な
い
の
で

す
か
？

２
０
２
１
年
12
月
か
ら
、
東
京
、
大
阪
、

名
古
屋
、
福
岡
の
家
事
調
停
で
試
験
的
に

ウ
ェ
ブ
会
議
の
導
入
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ェ
ブ
会
議
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
①
当

事
者
が
裁
判
所
に
来
る
負
担
の
軽
減
、
②

安
心
・
安
全
な
手
続
の
実
現
、
③
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
が
あ
り
ま
す
。

調
停
を
利
用
す
る
方
が
、
裁
判
所
に
来
る

た
め
に
仕
事
を
休
ん
だ
り
、
遠
く
か
ら
裁

判
所
に
来
る
負
担
を
軽
減
で
き
ま
す
し
、

当
事
者
同
士
が
同
じ
裁
判
所
に
来
な
く
て

よ
く
な
る
た
め
、
対
面
に
よ
る
危
険
や
心

理
的
負
担
を
回
避
・
軽
減
で
き
、
安
心
・

安
全
な
手
続
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
不

安
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
調
停
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
１
０
０
年
間
、
調
停
制
度

は
、
時
代
や
社
会
情
勢
、
利
用
者
で
あ
る

国
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
進
化
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
裁
判
所
で
は
、
話

し
合
い
に
よ
っ
て
、
お
互
い
に
納
得
し
合

意
で
き
る
解
決
を
目
指
す
と
い
う
調
停
の

大
事
な
部
分
は
変
え
る
こ
と
な
く
、
利
用

者
の
方
の
現
在
の
生
活
や
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
調
停
運
営
を
行
え
る
よ

う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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